
広ＯＴ発 第２６８号

平成２３年４月 １日

当会に未入会の

作業療法士 様

社団法人広島県作業療法士会

会 長 高木 節

［公印省略］

社団法人広島県作業療法士会入会のご案内

拝啓

時下、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

さて社団法人広島県作業療法士会は、原則として広島県に勤務・在住する作業

療法士で組織しており、平成７年２月県知事より社団法人設立許可を受け、平成

２３年４月１日現在会員数１１６０名、県内有資格者組織率９０％を越える団体

で、別紙の目的のもと社会に貢献する団体として活動を行っております。

つきましては、当会の活動をご理解いただいた上、ぜひ入会していただきます

ようご連絡申し上げます。

なお、日本作業療法士協会の入会された方についても、当会への入会は別法人

であるためそれぞれ入会手続きを行う必要があります。

社団法人広島県作業療法士会入会資格

（１）理学療法士及び作業療法士法（昭和４０年法律第１３７号）第３条による

作業療法士の免許を有し、この法人の目的に賛同して入会した個人

社団法人日本作業療法士協会にも合わせてご入会頂きますようご連絡いたします。

広島県作業療法士会年会費

４，０００円（平成２３年度現在） 入会金は必要ありません。

入会を希望される方は、同封別紙入会申込書に必要事項を記入捺印したうえで、

入会申込書を事務局まで郵送して下さい。（ＦＡＸは不可です）

年会費は、事務局が入会手続きを完了した後、コンビニ・郵便振替口座払込書

を郵送いたします。また６月定期総会時や主催研修会時にも現金徴収します。

なお、平成２３年度からは、年会費を納入した時点で正会員として取り扱い、

年会費を納めない間は会員外として取り扱いいたしますのでご注意ください



① 平成２３年度事業計画

Ⅰ．各部・委員会事業計画

管理運営部門
１．会運営（事務局） 事務局長 馬場 孝
①定期総会を５月（決算総会）と３月（予算総会）の２回開催する
②理事会を年７回開催する（４月・５月・７月・９月・１１月・１月・３月）
③関係機関・団体との交流・調整・文書収受・保管・会員への情報配信
④傷害保険(作業療法士会の事業に関する保険)への加入
⑤平成２３年度会員名簿の発行
⑥未入会者への入会案内送付（入会の勧誘）
⑦平成２３年度総会議案書草案の作成
⑧求人・求職に関する情報提供（ホームページ・メールニュースを利用）

２．財務部 財務部長 加井 圭輔
①平成２３年度の予算に基づき収支管理
②平成２４年度の収支予算編成（１１月に概算要求 １月に予算編成）
③会計帳簿の作成及び管理
④会費納入促進のため、新しい制度の検討

３．規約検討委員会 規約検討委員長 玉井 和江
①当会の規約等に問題が生じたときに見直し・検討

４．選挙管理委員会 選挙管理委員長 長尾 真伸
①平成２３・２４年度役員通常選挙の実施

５．公益法人移行準備委員会（特設委員会） 委員長 馬場 孝
①平成２４年度公益法人移行を目標に情報収集および準備作業の開始
事業部門
６．広報部 広報部長 望月マリ子
①会報の作成と発行（年６回 偶数月２８日発行）
②作業療法推進活動月間に養成校受験希望者の作業療法施設見学を企画・実施
③ホームページの管理運営。ホームページのリニューアル
④広報用ポスター等貸し出し
⑤社会貢献活動との連携による広報活動

７．福利部 福利部長 本永 ゆみ
①親睦事業の企画と実施（計６企画・１０回程度）
(１)５月総会時の懇親会 (２)学会時の懇親会
(３)西部地区懇親会（複数回） (４)中南部地区懇親会（複数回）
(５)東部地区懇親会（複数回） (６)スポーツ懇親会
②儀礼交際費規程に基づき、慶弔電報等を発信
③託児コーナーを開設（年間３回 総会・学会・学術部本部研修会で実施）

８．学術部 学術部長 小榮 浩次
①学術部本部主催の研修会等を企画・実施
講演会またはワークショップを春季と秋季に各１回行う
（他に各地区学術部と共同開催の講演会またはワークショップを行う場合あり）



②学術部各地区主催研修会・事例検討会等の企画・実施
(１)西部・中南部・東部の３地区でそれぞれ研修会１回以上、事例検討会１回開
催
(２)備北地区・福山地区は研修会・事例検討会のどちらか１回を選択し開催
（研修会は学術部本部と共同開催する場合あり。その場合、主催は学術部本部、
運営は各地区部員とする。）
③福山地区中心に第１８回福山医学祭の共催・実施
④第１７回広島県作業療法学会との連携・協力
⑤ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ合同研修会（仮称）の運営に協力
⑥学術部主催研修会のビデオ記録と配布資料のホームページへの掲示

９．教育部 教育部長 山根 伸吾
①現職者共通研修会：３日（８テーマ開催（事例検討・事例報告を除く））
②現職者選択研修会：精神障害領域１日（４講義）
③生涯教育制度に関する手続きと管理
④学術活動報告集の発行
⑤研修会記録物の管理及び学術資料の収集・会員の資料請求への対応
⑥会員の学術活動に関する調査の実施

１０．社会貢献部 社会貢献部長 西上 忠臣
①作業療法の視点で県民のヘルスプロモーションに貢献する
(１)地域の健康祭りなどに会員を派遣する
(２)健康作り教室などに会員を派遣する
②作業療法士が新しい分野で活躍するために、関係者や会員の意識改革を図り、
役立つ知識や技術を獲得する機会を提供する
（地域や学校などで作業療法を実践する会員を対象とした研修会を開催する）
③作業療法士の知識や技術を使って他団体と連携して社会貢献活動を実施する
④自立支援法に関連した情報を会員へ提供する

１１．診療報酬対策委員会 診療報酬対策委員長 秋山真理子
①診療報酬に関する研修会の企画と実施（年２回）
②診療報酬に関する情報収集と提供（ＯＴ協会情報をメールニュースに掲載）
③診療報酬に関する問い合わせに対応

１２．機器対策委員会 機器対策委員長 室賀みよ子
①福祉機器に関する会員からの相談・問い合わせに対応
②片麻痺の方を対象にした料理教室の開催（秋頃の開催予定）

１３．介護保険対策委員会 介護保険対策委員長 高本 晃司
①年２回委員会会議開催
②市町村より依頼を受けた介護保険認定審査会委員の推薦
③介護保険に関する会員からの相談・問い合わせに対応

１４．第１７回広島県作業療法学会 学会長 山勝 裕久
①第１７回広島県作業療法学会の企画と実施（平成２４年１～３月開催予定）

１５．第１８回広島県作業療法学会 学会長 未定
①第１８回広島県作業療法学会の学会長の選任（５月総会にて選任）
②第１８回広島県作業療法学会の企画



社団法人広島県作業療法士会 定款より目的と事業を抜粋

（目的）

この法人は、作業療法士の学術・技能の向上に努め、リハビリテーションの普

及発展を図ることにより、県民の保健・医療・福祉の充実及び向上に寄与するこ

とを目的とする。

（事業）

この法人は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。

（１） 作業療法の学会，研修会，講習会の開催

（２） 作業療法並びに保健，医療及び福祉に関する調査研究

（３） 作業療法に関する刊行物，会誌の発行

（４） 地方公共団体等の行う保健，福祉事業への協力

（５） 作業療法の普及啓発

（６） 関係団体との提携交流

（７） その他この法人の目的を達成するために必要な事業

社団法人広島県作業療法士会平成２３年度５月定期総会のお知らせ

期日：平成２３年５月１５日（日）１２：１５－１３：４５

場所：広島県健康福祉センター８階「大研修室」（南区皆実町１－６－２９）

議案：第１号議案 平成２２年度事業報告の件

第２号議案 平成２２年度収支決算・監事意見書の件

第３号議案 平成２３・２４年度役員選挙の件

第４号議案 第１８回広島県作業療法学会長承認の件

総会に合わせて、学術部講演会・管理運営研修会・診療報酬研修会を開催しま

す。詳しくは会報１７５号(23.4.21発行)またはホームページをご覧下さい。

交通：広島駅より路面電車「比治山下経由宇品行き(5番)」にて「南区役所前」で

下車し東へ徒歩３分、広島ＦＭと南区役所の間の建物です。

尚、入会申込書及び年会費は総会当日持参されても結構です。

【問い合わせ先】 〒731-3622

(社)広島県作業療法士会 事務局 山県郡安芸太田町下殿河内１３１－２

※郵便で送る際は右部分を切り取って (社)広島県ＯＴ会 事務局 馬場孝 行

封筒にお貼り下さい 【入会申込書在中】

TEL 090-5377-9922

ﾒｰﾙjimusho@hiroshima-ota.jp



社団法人広島県作業療法士会入会申込書

私は社団法人広島県作業療法士会に平成 年度より入会いたしたく、会費

を添えて申し込みます。

平成 年 月 日

社団法人広島県作業療法士会長 殿

入 会 承 認 年 月 日 会長 事務局 財務部

平成 年 月 日 印 長 印 長 印

ふ り が な ＯＴ免
許番号

氏 名 印 免許取 昭和
得年度 平成 年

大正
生 年 月 日 年 月 日生 性 別 男 ・ 女

昭和

現 〒（ － ）

住 住 所

所 電話（ － － ）

〒（ － ）（すでに当会会員のいる施設では住所･電話･ＦＡＸの記入は不要です)
勤 住 所

（勤務されていない場合は自宅と記載してください）

務 施 設 名

先 電話番号 ＦＡＸ

（作業療法士養成校の卒業校をお書き下さい）

卒 業 校

郵便物送付先 勤務先 ・ 自宅 （未記入の場合は勤務先へ郵送します）
経費削減のため、できるだけ勤務先へまとめて送付させて下さい。自宅を選ばれた方は、施設の代表ＯＴにその旨をお伝え下さい

連 絡 事 項

電子メール （毎週メールニュースを発信します。携帯電話の場合『hota@urban.ne.jp』を着信拒否解除にして下さい）

アドレス

年会費支払い 既納(振替・現金 支払日 月 日)・未納(振替用紙希望)

（ＦＡＸ不可） 下線部分および太線の枠内のみご記入下さい


